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1 .使用機種

今回用いたパソコンは、 FU J 1 T S U M 1 C R 0 16β(以下、 FM 16β と
略す。)と NECの PC9801VX2 (以下、 P C 9801と略す。)である。両者の

機能の主な点を摘記すると、以下のようになる。

F M 1 6βP  C 9801 

CPU  

内部記憶容量

80186 

512KB 

V30.80286 

640KB 

ディスク容量 1 M B ( 2台) 1 M B ( 2台}

日本語入力 VJEーα NECDIC 

なお、 P C 9801に登載されている CPUの内、 80286の CPUモードで使用すると、

F M 16β の80186CP Uや V30C P U よりも 2- 3倍の速度で作動するため、大量

のデータを処理するのに適しているといえよう。

使用するベーシック言語は、 FM 16β 用の F-BASIC86 V3.1とPC 9801 

周の N88-日本語 BA S 1 C (86) 3.0である。

また、 D0 S (Disk Operation SysteE) としては、 MS-DOSを用いた。こ

のMS-DOS上でベーシック言語を用いる利点は、プログラム・ファイルやデ

ータ・ファイルが異機種間でも容易に移植できるという点である。

いま、その方法を簡単に記すと、

1 . ドライブ A に、当該のパソコン用ディスケットを入れ、 MS-DOSを

立ち上げる。

2. ドライプ Bに、コピー元の異機種用ディスケットを入れる。
3. A>というプロンプトの後に、下記のように命令を与える。

A>COPY  B ・くファイル名.怒張子> A: 

これで、 MS-DOS上で作成されたファイルは、コピーできるが、プログラム

・ファイルの場合だげ、コピーの前後に絶対に行わなければならないことがある。

まず、コピーを行う前に、当該のプログラム・ファイルをアスキー形式でセーブ

しておく必要がある。 (SA V E ..プログラム名.鉱張子". A) また、コピ

ーを 行った後、 MS-DOSのラインエディヲ (EDLIN. COM)で、 l行
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目だけを削除しなければならない。これは、 1行自に不用な情報を持った行が入

って いるからである。その実際の方法は、 下記の通りである。

1. A>プロンプトの後に、下記のように命令を与える。(ただし、この渇

合、 ドライブ Aに入れるディスケ、y ト内に EDLIN. COMというファ

イルがコピーされていなげればならない。)

A>EDLIN  <ファイル名.鉱張子〉

2. *というプロンプトが表示されれば、 1 D ( 1行目削除 の意)を指示す

る。

3. 再び*プロンプトが表示されれば、 E( E N Dの略)を指示する.
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濁
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③
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c f 
10 A$;K百1GHT$ (日$. 3) 

これは、 3文字以上の長さを持つ文字変数 B $の右から 3文

字を文字変数 A$に代入するという場合である。
( F M 16β には KLEFT$. KRIGHT$共に備わっている o ) 

④ 全角文字を扱う土器合、よく用いるのが J1 Sコードに変換するという法
であるが、この J1 Sコードを求める関数が J1 S $と文字型になってい

るために数値型の J 1 Sコードを求めるには、手間な手続きを綾なければ
ならない。(F M 16β の湯合、下記のように、数値変数として J1 Sコー

ドを返してくるので、手続きが簡単である。)
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(例)

10 A=VAL("&H".JIS$(B$)) 

10 A=JIS(B$) 
⑤ 上の④ で述べた場合の逆で、 J 1 Sコードから全角文字を求めるのも、

KNJ$関数が文字型の J1 Sコード(16 i童数}しか受け付けないので、
同様に手間な手続きを経なければならない。(F M 16β の場合、 10進数、
16進数に関わらず、数値型の J1 Sコードを変換する。)
(例)

10 A$=KNJS(HEXS(B)) 

10 A$=KNJ$(B) 
以上に拘げた他にも、細かく見れば、両機種の問にはいくつかの差異が存在す

るが、その点については、以下、サフ・ルーチンを説明する際に必要に応じて指
摘することにする。

3. プロ グ ラム 1 (ディスク検索)
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100 CLS:GDAT$="":INPUT "検索したい語句 = "，GDATS 
110 IF GDAT$="" THEN BEEP:GOTO 100 ELSE GOSUB 200 
120 CLS:PRINT "そのファイルはあ りません":GOTO 150 
130 CLS:PRINT "その語句は登録されていません":GOTO150 
140 PRINT:PRINT "検索語句は = "+ω 
150 PRINT:Y刊N$ド="":INP刊UT"続けますか <Y/N> 
160 IF YN$="" THEN BEEP:GOTO 150 ELSE IF INSTR("Yン"，YN$)>O THEN 10 
o ELSE END 
200REM** パラメータ付加 * * 
210 LEG=KLEN(GDAT$): NO$="":NOS=RIGHT$(STR$(LEG) ，1): IF LEG=1 THEN D 
L=14:DN=18:FI=252 ELSE IF LEG=2 THEN DL=22:DN=II:FI=242 ELSE IF. LE 
G=3 THEN DL=28:DN=9:FI=252 
220 IF LEG=4 THEN DL=32:DN=7:FI=224 ELSE IF LEG=5 THEN DL=36:DN=7: 
: FI=252 

230 IF LEG=6 THEN DL=40:DN=6:FI=240 ELSE IF LEG=7 THEN DL=42:DN=6: 
:FI=252 ELSE IF LEG=8 THEN DL=48:DN=5:FI=240 
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280 REM * * * ディスク検索 * * * 
290 OPEN "C:DIC"+NOS+"，SOR" AS 韓I:FIELD#1，FI AS TA$:TR=LOF(I):IF 

TR=O THEN CLOSE韓I:RETURN 120 ELSE GET 韓I，TR

300 FOR 1=1 TO DN:IF ASC(MID$(TA$， (I-l)*DL+l，DL))=32 THEN 320 
310 NEXT 

320 LF=I:RG=((TR-l)本DN)+(I-l)

330 IF RG-LF<O THEN CLOSE書1:RETURtl 130 

340 DUMII=INT((RG+LF)/2):DUMTR=INT(DUMII/DN+(DN-l)/DN):DUMJJ=DUMII 

-(DUMTR-l)'DN:GET 韓I，DUMTR:DUMGKB$="":DUMGKB$=MID$(TA$，(DUMJJ-l)*D
L+l， DL): D$="": D$=KMI D$ (DUMGKB$， 1， LEG) 

350 IF D$=GDAT$ THEN CLOSE韓I:RETURN 140 ELSE IF GDAT$<D$ THEN RG= 

DUHII-l:GOTO 330 ELSE IF GDAT$>D$ THEN LF=DUHII+l:GOTO 330 

4，プログラム 2 (文字変換)

ここでは、文字変換を行うためのプログラムをいくつか掲げることにする。

まず、先に 2の②で述べたように、 PC 9801では、 AKCNV$を用いて濁点
の付いた半角文字を全角文字に直そうとした時、濁点を 1文字扱いにしてしまう

という問題を解決するためには、以下のような手続きが必要となる。

10 REH * * 濁点付き文字の処理 * * 
20 CLS: DIH TW$(10) 

30 DW$="":INPUT "濁点付き半角文字 = ぺDW$
40 IF DW$="" THEN BEEP:GOTO 30 

50 FOR 1=1 TO LEN(DW$):TW$(I)=HIDS(DW$，I，l):IF ASC(TWS(I))=32 THEN 

80 

60 TA$="":TA$=AKCNV$(TW$(I)):TW$(I)="";TW$(I)=TA$:IF TW$(I)="' " T 

HEN TW$(I-l)=KNJ$(HEX$(VAL("&H"+JIS$(TW$(I-l)))+&Hl)):ZE$=KHID$(ZE 

$ ， 1 ， 1 -2) : T W$ (I) = T W $ (I -1) 
70 ZE$=ZE$+TW$(I):NEXT 

80 PRINT:PRINT "濁点付き全角文字 = "+DW$ 

1 0文字までの半角文字を 50行目で配列変数 TW$()の中に取り込む。そして、 6
0行目で AKCNV$を用いて、全角文字に直すのであるが、その際、濁点であれ
ば、 1文字前の文字を濁点付き全角文字に直し、文字変数 DW$には，その濁点付き全

角文字の 1文字前までの文字を代入し、それに濁点付き全角文字をつなぐ。

ところで、上記のプログラムでは、半角の片仮名を全角の片仮名に直すことし

かできない。しかし、実際の文字処理や語集処理を行う場合には、平仮名を用い

ることの方が多いと思われる。そこで、上記のプログラムで得られた全角の片仮

名を平仮名に直すプログラムを以下に掲げる。(上記のプログラムと連続してい

るものとする。)

90 FOR 1=1 TO KLEN(DWS)・SE$="":KN$="":KN$=KMID$(DW$，I，I):IFASC(KN 
$)=32 THEN 120 ELSE IF KN$="ィ" THEN SE$="ゐ":GOTO 110 ELSE IF KN$ 

:"ェ"THEN SE$="ゑ ":GOTO 110 
100 SE$=KNJ$(HEX$(VAL("&H"+JIS$(KN$))-&HI00)) 

110 GDAT$=GDAT$主SE$:NEXT

120 PRINT:PRINT "平仮名 = "+GDA7$ 

90行目で分かるように、半角の片仮名として「ヰ・ヱ」を用いることができな

いので、 「ヰ・ヱ」を小文字の「ィ・エ」で代用している。

今、全角の片仮名は平仮名の J 1 Sコードより、それぞれ対応する文字の聞で、
100 ( 16進数)大きい。ということは)片仮名の J 1 Sコードから 100( 16進数)

を引げば、 平 仮名の J 1 Sコードが求められる。それをプログラム化したのが 10

0行自である。
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130 FOR 1=1 TO KLEN(GDAT$):KA$="":HI$="":HIS=KMID$(GDAT$.I.I):IF A 

SC(HI$)=32 THEN 160 ELSE IF HIS="ゐ" THEN KAS="ィ":GOTO 150 ELSE 1 

F HI$="ゑ" THEN KAS="ェ":GOTO 150 
140 KA$=KNJ$(HEX$(官AL("&H"+JIS$(HIS))+&HI00))

150 KATAS=KATA$+KA$:NEXT 

160 PRINT:PRINT "片仮名 = "+KATAS 
170 FOR 1=1 TO KLEN(KATAS):MO$="":MOS=KMIDS(KATAS.I.I):IF ASC(MOS) 

=32 THEN 220 

180 DM$="";JMO=VAL("&H"+JISS(MOS)):IF JMO>=9516 AND JMO=<9538 AND 

JMO MOD 2=0 THEN 200 ELSE IF JM日>=9541 AND JMO=<9545 AND JMO MOD 2 

=1 THEN 200 ELSE IF JMO>=9552 AND JMO=<9564 AND JHO MOD 3=0 THEN 2 

00 

190 DM$=KACNVS(MOS):GOTO 210 

200 DM$=KACNV$(KNJ$(HEXS(JMO-l)))+"'" 

210 HANK$=HANK$+DHS:NEXT 

220 PRINT:PRINT "半角の片仮名 = "+HANKS 

180行目で、数値変数 JMOに当該の全角文字(片仮名)のコード(10進数)を代

入し、そのコードが濁点付きかどうかを読べている。例えば、 「ガ J (9516)か

ら「ヂ J (9538) までの濁点付き片仮名は、 9516から 9538までの偶数のコードで

表される。よって、除算の余りをミ絞める演算子 MODを用いて、結果が余りなし

( 0 )の犠合、当該の全角文字を濁点付きと判断できる。

そして、消音を表す片仮名のコードは、濁点付きより l小さいので、数値変数J
MOから lを引いて、 200行自のように、 KACNV$で変換した文字に半角の濁点

を付ければよいことになる。

5. プログラム 3 (並べ替え)

文字処理や語家処理を行うとき、ある基準に従って、文字や話集を並べ替える

事がよく行われる。しかし、この並べ替えの作業を人間の手で行うとなると、時

間も要するし、誤りを犯す可能性も高くなる。その点、その作業をパソコンによ

って行うと、かなり短時間に、正確に行うことができる.ただし、そこには、パ

ソコン側の機械的な制約もあり、一度に大量のデータを処理するごとは難しい.

そこで、ここでは、 1500位のデータを一気に並べ替える方法と、データ量に関係

な〈並べ替える方法とを掲げることにする。

まず、 1500位のデータを一気に並べ替えるプログラムを以下に掲げる。ごのプ

ログラムは、大量のデーヲを一度に配列変数の中に格納するため、パソコン内部

の文字列データ領域の大きさと 1デーヲの長きによって、一度に処理できるデー

タ量が制約を受ける。よって、先に、 1500位というデータ量を示したが、それは

あくまで目安でしかない。

並べ替えの方法には、色々のものがあるが、以下に掲げるのは、シェルソート

法によるものである。

10 REM * * シェルソート * * 
20 CLS:DIM GS(1000) 

30 CO=1000:DA=CO 

40 DA=INT(DA/2):IF DA<1 THEN 110 

50 DD=CO-DA 

60 FOR M=1 TO DD:N=M 
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70 IF GS(N)=<GS(H+DA) THEH 90 

80 SWAP GS(H)，GS(H+DA):H=H-DA:IF H>=1 THE制 70

90 NEXT 

100 GOTO 40 

110 FOR 1=1 TO CO:PRINT GS(I):HEXT 

10行自に 示したように、デ ーヲの上限を 1000としてある.また、配列変数日事o
にはすでにデーヲが格納されているものとする。このプログラムによって、 1000

位のデータを並べ替えたとしても、 PC 9801の V30モードで 2分以内、 80286モー
ドでは 1分以内に作業を終える.非常に単純なプログラムで、これだけの早さで

結果が得ら れるのはよいのだが、先にも述べたように、扱えるデ ータ量に制約が

あるため、大量のデ一世の処理には通しない。

そこで、次のプログラムは、作業時聞がかなりかかっても、データ量の制約を

受けない、一般にソート・マージと呼ばれる方法を用いたものである.これは、

一定量ずつのデータを先頭から順番に並 べ替えて(ソ ート)、ディスケットに登

録しておき、その後、登録したデータ間で比鞍を行いつつ、さらに並べ替えを行

う(マージ)ものである.この方法の場合、特に、後半のマージ部分でかなりの
時間を要する.

10 REM * * ソート・マージ * * 

20 CONSOLE ..， I:FI=252:DN=18:DL=14 
30 LEG=I:SK$=....・SK$=RIGHTS(STR$(LEG)，1) 

40 CLS:COLOR 4:LOCATE 20，0・PRINT ..ファイル KANDIC "+SKS".D 

1 C のソート ":COLOR 7:PRINT 

50 DIK II(100)，KL(100)，RC(100) 

60 REK * * データの読み出し * * 

70 OPEN "B:DICl.OIC" AS韓1:FI ELD韓I，FI AS KS:TRD=LOF(1):GET量I，TRD

80 FOR A=1 TO DN:IF ASC(MID$(KS，(A-l)本DL+l，DL))=32 THEN 100 

90 HEXT 

100 KES=(TRD-l)*DN+(A-l):BL=100:NN=0 

110 REM * * 100デーヲずつソート:登録 * * 

120 OPEN "B:WORKFILE" AS 韓2:FIELD韓2，FI AS KK$:Kl=1:K2=BL 
130 IF KES<=K2 THEN K2=KES 

140 GOSUB 400 

150 NN=NN+l:RC(NN)=K2-Kl+1:IF K2<KES THEN Kl=Kl+BL:K2=K2+DL:GOTO 1 

30 

160 CLOSE 

170 KILL "8:DIC1.DIC" 

180 REK * * ワークファイル・オープン ホ*

190 OPEN "8:WORKFILE" AS .1・FIEL 日韓 1，FI AS DK$:OPEN "B: DICl.SOR" A 

S 書2・FIELD#2，FI AS X$:L=O 

200 REK * * マー ジする第 1データの読み込み * * 

210 DIK BS(100) 

220 FOR 1=1 TO HN:II(I)=1・II=BL8(I-l)+I:KRD=IHT(II/DH+(DH-l)/DN):K

JJ=II-(KRD-l)*DN:GET 書I，KRD:8$(I)=MIDS(DK事， (KJJ-l)*DL+l，DL):NEXT 

230 REM * * 読み込みデ一世中の最小デ--$1 *ネ
240 M8=0:FOR 1=1 TO NN:IF HL(I)>O THEN 270 ELSE IF "8=0 AND KL(I)= 

o THEH SI=I:M8=I:GOTO 270 

250 DA$=....:DUK$=....:DA$=8S(I):DUM$=BS(SI):IF DAS<DUMS THEN DP=1 ELS 

E IF DA$>DUM$ THEN OP=2 ELSE OP=1 

260 IF OP=1 THEH Sr=I 

270 HEXT 

280 REM * * 最小デーヲの登録 * * 

290 IF ASC(BS(SI))=32 THEN 320 

300 L=L+l:KRD=IHT(L/DN+(DN-l)/DN):KJJ=L-(KRD-l)8DN:LSET X$=LEFTS(X 
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$， (KJJ-l)')OL)+B$(S1) :PUT書2，KRO

310 REM * * 次のデータの読み込み * * 

320 II(SI)=II(SI)+I:IF II(SI)>RC(SI) THEN KL(SI)=I:GOTO 330 ELSE K 

RO=INT((BL*(SI-l)+II(SI))/ON+(DIト 1)/DN):KJJ=(BL'~ (SI-l)+II (S1))ー(KR

0-1)*DH:GET 韓1， KR 0: B $ (S 1) ="" : B$ (S 1) = M 1 D $ (K$ ， (K J J -1) ，) D L + 1 ， 0 L) : GOTO 

230 

330 REM キ* 最終デ-')1のチェック * * 

340 FOR 1=1 TO NN:IF ML(I)=O THEN 230 

350 NEXT 

360 REH * * ソート ・マージ終了 ホ*

370 CLOSE 

380 KILL "B:WORKFILE" 

390 ENO 

400 REM * * ソート・ルーチン * * 

410 OIM B$(100) 

420 FOR K=1 10 K2-Kl+l:KRO=INT((Kl+K-l)/O~+ ( DN-1)/DN):KJJ=(K1+K-l) 

(KRD-1)市DN:GEl' #l， KRD・IF ASC(MIO$(K$， (KJJ-l)oDL+1，OL))=32 THEN 44 

0 
430 B$(K)=MIO$(KS， (KJJ-l)OOL+1，DL) 

440 NEXT K 

450 O=K-l 

460 0=INT(0/2) :IF 0<1 1HEN 530 

470 OD=(K-l)-D 

480 FOR N=1 TO DD:J=N 

490 IF B$(J)=<B$(J+O) 1HEN 510 

500 SWAP B$(J)，B$(J+D):J=J-O:IF J>=1 THEN 490 

510 NEXT 

520 GOTO 460 

530 FOR K=1 10 K2-Kl+1:KRD=INT((Kl+E-l)/DN+(DN-1)/ON):KJJ=(Kl+K-l) 

(KRD-l)拘 ON:LSET KK$=LEFT$(KK$ ， (KJJ-1) '~DL)+B$(K):PUT 韓 2 ， KRD:NEXT

540 ERASE B$:RETURN 
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望の方は、ディスケットの種類(2 H D ・2D D )、使用 DOSの種類 (MS-
DOS.  FM16β の場合、 cP / M 66も含む)を明記の上、ディスゲツト代及び
送料(3，000円)を、本学国文学科西端宛にご送付を瀕います。

。
末尾ながら、本学教授木村三四吾先生のご退休を惜しむと共に、名誉教授の称

号をお受けになったことを心からお喜び申し上げる。また、先生の今後のご健康

とご活諸を祈念するものである。

。
j主① 諮句デ--'9内の構造は、以下のように設定した。使用デ -7によって、適
宣変更できる。なお、 DH( 1レコード内のデータ数)以外の各数値の単位は、

ハイ卜。全角文字数は、各数値を 2で割る。

語句 読み 漢字 品詞 DL DH FI 

DICl. SOR 8 14 18 252 

DIC2.S0R 12 22 11 242 
DIC3.S0R 14 28 252 

DIC4.S0R 14 8 32 7 224 
DIC5.S0R 10 14 10 36 7 252 
DIC6.S0R 12 14 12 40 240 

DI C7. SOR 14 14 12 42 6 252 

DIC8.S0R 16 16 14 48 5 240 
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